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　５ 月２９日（日）、「あきらめない！ 思い出つ
くる史上最高の運動会」をスローガンに、板
野東幼・小春季大運動会が行われました。
　児童たちは、徒競走、団体競技など、いろ
いろな競技で赤組と白組の二つのチームに分
かれて競い合いました。
　６ 年生のクラス対抗全員リレーでは、赤組
がリードしていたグラウンド半周ほどの差を白
組が徐々に縮め、最終走者が逆転し、ゴール
テープを切りました。他の学年の児童もテン
トの中からお兄さん、お姉さんたちの小学校
最後のリレーを応援していました。
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いたの　すがお
2016年7月号

２

お
知
ら
せ

●　守ろう人権　みんなの幸せ　●

　
五
月
二
十
八
日
、
板
野
町
町
民

セ
ン
タ
ー
で
平
成
二
十
八
年
度
板

野
町
戦
没
者
追
悼
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
祭
壇
が
し
つ
ら
え
ら
れ
た
会
場

に
は
、
遺
族
会
会
員
の
方
々
を
は

じ
め
、
約
百
四
十
名
の
方
が
参
列

さ
れ
ま
し
た
。

　
式
典
で
は
、
児
童
生
徒
や
来

賓
、
遺
族
会
会
員
の
方
々
に
よ
る

献
花
が
し
め
や
か
に
行
わ
れ
、
戦

没
者
の
方
々
の
ご
冥
福
を
祈
り
ま

し
た
。

  平
成
二
十
八
年
度

   板
野
町

       戦
没
者
追
悼
式

　
五
月
二
十
三
日
（
月
）、
国
民
健

康
保
険
事
業
の
健
康
優
良
家
庭
を

表
彰
し
ま
し
た
。
三
年
間
表
彰
の

方
は
、
平
成
二
十
四
・
二
十
五
・

二
十
六
年
度
に
保
険
証
を
使
用
し

な
か
っ
た
健
康
世
帯
の
方
で
す
。

　
一
年
間
表
彰
者
の
住
友
順
吉
さ

ん
は
「
毎
日
の
食
事
は
、
腹
八
分

目
に
抑
え
て
い
ま
す
。
犬
の
世
話

が
あ
る
の
で
、
元
気
で
い
ら
れ
ま

す
。」
と
、
話
し
て
く
だ
さ
い
ま
し

た
。 平成２７年度

板野町
国民健康保険事業

健康表彰

三
年
間
表
彰
者（
敬
称
略
）

十
一
世
帯

世
帯
主
氏
名

小
笠
原
　
昇
　
一

長
　
尾
　
文
　
広

道
　
浦
　
秀
　
行

大
　
崎
　
　
　
清

加
　
 
　
新
　
二

梛
　
　
　
正
　
城

大
　
西
　
弘
　
也

前
　
田
　
勇
三
郎

米
　
澤
　
良
　
之

白
　
田
　
惠
　
子

犬
　
伏
　
昭
　
裕

地
　
区

大
　
坂

吹
　
田

川
　
端

大
　
寺

大
　
寺

大
　
寺

大
　
寺

大
　
寺

大
　
寺

羅
　
漢

西
中
富

二
年
間
表
彰
者（
敬
称
略
）

十
世
帯

世
帯
主
氏
名

佐
々
木
　
す
み
子

漆
　
原
　
幸
　
子

西
　
　
　
盛
　
吉

坂
　
田
　
千
　
年

佐
　
野
　
幸
　
子

大
　
林
　
敬
　
二

山
　
田
　
浩
　
之

八
　
田
　
眞
理
子

犬
　
伏
　
　
　
修

坂
　
東
　
省
　
介

地
　
区

吹
　
田

川
　
端

川
　
端

川
　
端

大
　
寺

大
　
寺

犬
　
伏

羅
　
漢

西
中
富

西
中
富

一
年
間
表
彰
者（
敬
称
略
）

三
十
五
世
帯

世
帯
主
氏
名

新
　
宮
　
　
　
仁

林
　
　
　
幸
　
祐

寒
　
川
　
美
代
子

河
　
野
　
教
　
夫

住
　
友
　
順
　
吉

谷
　
口
　
キ
ヌ
子

佐
　
川
　
拓
　
司

藤
　
村
　
賢
　
市

佐
　
野
　
宏
　
明

中
　
村
　
昌
　
夫

窪
　
　
　
和
　
幸

阿
　
部
　
準
　
司

阿
　
部
　
末
　
一

大
　
西
　
輝
　
明

石
　
井
　
多
女
子

緒
　
方
　
輝
　
夫

関
　
野
　
幸
　
次

谷
　
口
　
哲
　
男

河
　
野
　
秀
　
樹

藤
　
井
　
 
　
雄

川
　
上
　
和
　
之

喜
　
枝
　
秀
　
行

原
　
田
　
幸
　
雄

河
　
野
　
ウ
タ
子

犬
　
伏
　
政
　
敏

犬
　
伏
　
俊
　
彦

田
　
村
　
和
　
義

岩
　
本
　
利
　
房

小
　
川
　
貴
　
司

芝
　
田
　
と
も
子

岩
　
佐
　
加
代
子

楠
　
本
　
 
　
樹

関
　
本
　
公
　
二

瀧
　
川
　
太
　
郎

吉
　
川
　
孝
　
子

地
　
区

吹
　
田

吹
　
田

川
　
端

川
　
端

川
　
端

川
　
端

大
　
寺

大
　
寺

大
　
寺

大
　
寺

大
　
寺

大
　
寺

大
　
寺

大
　
寺

大
　
寺

大
　
寺

大
　
寺

大
　
寺

犬
　
伏

犬
　
伏

犬
　
伏

那
　
東

羅
　
漢

矢
　
武

西
中
富

西
中
富

西
中
富

西
中
富

西
中
富

西
中
富

西
中
富

下
　
庄

下
　
庄

唐
　
園

中
久
保

　
五
月
十
九
日
、
行
政
相
談
員
の

鏡
和
博
さ
ん
（
中
久
保
）
が
四
国

行
政
評
価
支
局
長
表
彰
を
受
け
ら

れ
ま
し
た
。
鏡
さ
ん
は
、
永
年
に

亘
り
行
政
相
談
員
と
し
て
、
町
民

の
相
談
相
手
と
し
て
、
行
政
サ
ー

ビ
ス
に
関
す
る
苦
情
や
意
見
、
要

望
な
ど
の
相
談
を
受
け
ら
れ
て
い

ま
す
。

　
鏡
さ
ん
は
「
表
彰
を
機
に
活
動

が
地
域
に
定
着
す
る
よ
う
に
が
ん

ば
り
た
い
と
思
い
ま
す
。」と
話
し

て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

四
国
行
政
評
価

　
　
支
局
長
表
彰

　
受受
賞賞
お
め
で
と

お
め
で
と
うう

ご
ざ
い
ま
す

ご
ざ
い
ま
す
　相談を受ける鏡和博さん（右）



いたの　すがお
2016年7月号

３

お
知
ら
せ

●　ごみの減量化・分別収集にご協力を　●

　
今
年
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚
・
金
婚

を
迎
え
ら
れ
る
ご
夫
婦
の
方
に
、

町
か
ら
お
祝
い
状
と
記
念
品
を
贈

呈
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
次
の
用
件
を
満
た
す
ご
夫
婦

で
、
該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
方
は

役
場
福
祉
保
健
課
へ
「
ダ
イ
ヤ
モ

ン
ド
婚
・
金
婚
申
出
書
」
を
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。（
申
出
書
の
用

紙
は
福
祉
保
健
課
に
あ
り
ま
す
）

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚（
結
婚
六
十
年
）

　
昭
和
三
十
一
年
一
月
一
日
か
ら

同
年
十
二
月
三
十
一
日
ま
で
に
婚

姻
届
を
さ
れ
た
方

金
婚
（
結
婚
五
十
年
）

　
昭
和
四
十
一
年
一
月
一
日
か
ら

同
年
十
二
月
三
十
一
日
ま
で
に
婚

姻
届
を
さ
れ
た
方

※
い
ず
れ
も
町
内
に
居
住
し
、
六

　
月
一
日
現
在
住
民
基
本
台
帳
に

　
登
録
さ
れ
て
い
る
ご
夫
婦
に
限

　
り
ま
す
。（
施
設
に
入
所
し
て

　
い
る
場
合
な
ど
は
こ
の
限
り
で

　
は
あ
り
ま
せ
ん
）

　
ま
た
、
昨
年
申
請
が
で
き
な
か

　
っ
た
ご
夫
婦
に
つ
い
て
も
申
請

　
が
可
能
で
す
の
で
お
気
軽
に
お

　
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
ご
夫
婦
の
本
籍
地
が
町
外
に
あ

　
る
場
合
な
ど
、
本
町
で
確
認
で

　
き
な
い
方
に
つ
い
て
は
「
婚
姻

　
届
出
年
月
日
」
が
確
認
で
き
る

　
書
類
（
戸
籍
謄
本
等
）
を
ご
持

　
参
く
だ
さ
い
。

申
出
書
締
切

　
八
月
五
日
（
金
）

提
出
先
及
び
お
問
い
合
わ
せ

　
役
場
福
祉
保
健
課

　
　
☎
六
七
二－

五
九
八
六

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚
・
金
婚
を

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚
・
金
婚
を

迎
え
ら
れ
る
皆
様

迎
え
ら
れ
る
皆
様

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚
・
金
婚
を

迎
え
ら
れ
る
皆
様

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

《
競
技
者
賞
》

　
吉
井
　
輝
夫
（
無
職
）

　
　
種
目
　
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

　
髙
原
　
槙
太
（
板
野
西
小
学
校
）

　
　
種
目
　
柔
道

《
特
別
競
技
者
賞
》

　
板
野
町
柔
道
教
室

　
　
種
目
　
柔
道

　
板
野
中
学
校
　
柔
道
部（
女
子
）

　
　（
一
・
二
学
年
）

　
　
種
目
　
柔
道

　
板
野
中
学
校
　
弓
道
部（
男
子
）

　
　（
一
・
二
学
年
）

　
　
種
目
　
弓
道

　
板
野
中
学
校
　
弓
道
部（
女
子
）

　
　（
三
学
年
）

　
板
野
中
学
校
　
弓
道
部（
女
子
）

　
　（
二
・
三
学
年
）

　
晃
曻
　
成
琉（
板
野
南
小
学
校
）

　
　
種
目
　
柔
道

　
三
國
健
太
朗（
板
野
南
小
学
校
）

　
　
種
目
　
柔
道

　
西
川
由
香
乃（
板
野
東
小
学
校
）

　
　
種
目
　
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

　
濱
田
　
恭
輔（
板
野
東
小
学
校
）

　
　
種
目
　
サ
ッ
カ
ー

　
岡
本
　
珠
実
（
板
野
中
学
校
）

　
　
種
目
　
弓
道

　
榊
原
　
海
友
（
板
野
中
学
校
）

　
　
種
目
　
陸
上

　
小
川
　
綾
乃
（
板
野
中
学
校
）

　
　
種
目
　
柔
道

　
鴻
池
　
陽
向
（
板
野
中
学
校
）

　
　
種
目
　
弓
道

　
山
本
　
弦
太
（
板
野
中
学
校
）

　
　
種
目
　
弓
道

　
寒
川
　
真
衣
（
板
野
中
学
校
）

　
　
種
目
　
弓
道

　
岡
﨑
　
小
夏
（
板
野
中
学
校
）

　
　
種
目
　
弓
道

　
小
林
　
竜
來
（
板
野
中
学
校
）

　
　
種
目
　
サ
ッ
カ
ー

　
山
田
　
誠
人
（
板
野
中
学
校
）

　
　
種
目
　
サ
ッ
カ
ー

　
高
原
　
啓
汰
　（
板
野
中
学
校
）

　
　
種
目
　
卓
球

　
清
水
　
泰
貴
（
板
野
中
学
校
）

　
　
種
目
　
卓
球

　
石
立
　
涼
一
（
板
野
中
学
校
）

　
　
種
目
　
サ
ッ
カ
ー

平成２７年平成２７年度度
板野板野町町

スポーツ功労スポーツ功労者者
表彰表彰式式

　
五
月
二
十
六
日
、
板
野
町
町
民
セ
ン
タ
ー
第
一
・
二
会
議
室
に
て
板
野
町
ス

ポ
ー
ツ
大
賞
表
彰
式
が
開
催
さ
れ
、
平
成
二
十
七
年
度
板
野
町
ス
ポ
ー
ツ
功
労

者
の
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
競
技
者
賞
は
、
県
大
会
以
上
の
大
会
で
優
勝
及
び
そ
れ
に
準
ず
る
経
験
を
含

め
て
三
回
以
上
有
し
た
個
人
・
団
体
。
特
別
競
技
者
賞
は
、
県
大
会
以
上
の
大

会
で
優
勝
又
は
優
秀
選
手
に
選
ば
れ
た
個
人
・
団
体
を
対
象
と
し
て
い
ま
す
。

（
敬
称
略
）



いたの　すがお
2016年7月号

４

お
知
ら
せ

●　人を傷つけるラクガキはやめましょう　●

○該当者
　平成８年４月２日から
　平成９年４月１日の間に生まれた方
○板野町在住の方および板野中学校を卒
業した方には、１１月中旬に案内状を送付
します。　

●お問い合わせ●
板野町教育委員会　☎６７２－０１３６

成人式開催日成人式開催日のの
お知らお知らせせ

平成２９年
成人式開催日
平成２９年

１月８日
（日曜日）

【
開
票
場
所
・
時
間
】

○
板
野
町
町
民
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ

○
午
後
九
時
か
ら

　
期
日
前
投
票

【
日
　
時
】

　
　
六
月
二
十
三
日
（
木
）

～
七
月
九
日
（
土
）

　
　
午
前
八
時
三
十
分
～
午
後
八
時

【
場
　
所
】

　
　
板
野
町
役
場
一
階

　
ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル

　
我
が
国
の
政
治
の
方
向
を
決
め

る
重
要
な
選
挙
で
す
。
す
べ
て
の

有
権
者
が
選
挙
の
重
要
性
を
認
識

し
、
正
し
い
ル
ー
ル
を
守
っ
て
貴

重
な
一
票
を
投
じ
ま
し
ょ
う
。

お
問
い
合
わ
せ

    板
野
町
選
挙
管
理
委
員
会

　
　
☎
六
七
二－

五
九
八
〇

第
二
十
四
回
参
議
院
議
員
通
常
選
挙

【
投
開
票
日
】　
七
月
十
日
（
日
）

【
投
票
時
間
】　
午
前
七
時
～
午
後
八
時

【
投
票
所
】投

票
区

大
　
　
坂

大
寺
第
一

大
寺
第
二

川
　
　
端

西南

投
　
票
　
所

板
野
東
小
学
校
大
坂
分
校
体
育
館

板
野
東
小
学
校
体
育
館

板
野
中
学
校
体
育
館

川
端
老
人
憩
の
家

板
野
町
町
民
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
会
議
室

板
野
町
南
公
民
館
大
会
議
（
体
育
）
室

大事な投票、忘れずに！

　
五
月
十
四
日
（
土
）、
板
野
町
文

化
の
館
さ
く
ら
ホ
ー
ル
で
、

「
ハ
ー
ト
ネ
ッ
ト
Ｔ
Ｖ
・
公
開
す
こ

や
か
長
寿
」
の
公
開
収
録
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
町
内
か
ら
井
上
武
夫
さ
ん
・
キ

ミ
ヱ
さ
ん
（
西
中
富
）
ご
夫
妻
、

太
田
輝
夫
さ
ん
・
茂
子
さ
ん
（
大

寺
）
ご
夫
妻
が
出
演
さ
れ
、
健
康

や
家
族
円
満
の
秘
訣
な
ど
を
話
さ

れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
町
内
の
特
産
品
で
あ
る

漬
け
物
や
、
に
ん
じ
ん
を
使
用
し

た
ハ
ン
ド
ク
リ
ー
ム
、
ド
レ
ッ
シ

ン
グ
な
ど
も
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　
第
二
部
の
山
田
邦
子
さ
ん
に
よ

る
「
大
丈
夫
だ
よ
、
が
ん
ば
ろ

う
！
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
講
演
会

で
は
、
会
場
の
観
客
と
一
緒
に
童

謡
を
歌
っ
た
り
、
ご
自
身
の
体
験

談
を
交
え
た
健
康
の
話
を
ユ
ー
モ

ア
を
交
え
て
お
話
し
さ
れ
、
会
場

は
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

「
ハ
ー
ト
ネ
ッ
ト
Ｔ
Ｖ
・

  

公
開
す
こ
や
か
長
寿
」

ハ
ー
ト
ネ
ッ
ト
Ｔ
Ｖ
・

ハ
ーーーーーーー
ハハハハハハハハハハ
「
ハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハ
「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「
ハハハハハハハハハハ
「「「「「「「「「「「「「
ハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハ

  

公
開
す
こ
や
か
長
寿
」

公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公
開
公
開開
公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公
「
ハ
ー
ト
ネ
ッ
ト
Ｔ
Ｖ
・

  

公
開
す
こ
や
か
長
寿
」

「
ハ
ー
ト
ネ
ッ
ト
Ｔ
Ｖ
・

  

公
開
す
こ
や
か
長
寿
」
公
開
収
録

公
開
収
録

公
開
収
録

▲井上武夫さん、キミヱさんご夫妻 ▲太田輝夫さん、茂子さんご夫妻

▲山田邦子さんによる講演会
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お
知
ら
せ

●　受けようがん検診　受けよう特定健診　●

　
板
野
町
役
場
で
は
、一
般
事
務
、

釈
若

錫
錫

保
育
士
及
び
栄
養
士
に
つ
い
て
の

釈
若

錫
錫

釈
若

錫
錫

職
員
採
用
試
験
を
実
施
し
ま
す
。

採
用
予
定
人
数
・
受
験
申
込
方
法

等
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

　
申
込
用
紙
・
試
験
案
内
は
、
七

月
六
日
（
水
）
か
ら
総
務
課
で
お

渡
し
し
ま
す
。
郵
便
で
請
求
す
る

場
合
は
、
封
筒
の
表
に
「
職
員
試

験
請
求
（
職
種
名
）」
と
朱
書
し
、

百
二
十
円
切
手
を
貼
っ
た
宛
先
明

記
の
Ａ
４
判
返
信
用
封
筒
を
必
ず

同
封
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
今
回
の
採
用
予
定
日

は
、
平
成
二
十
九
年
四
月
一
日
以

降
で
す
。

　
ま
た
、
板
野
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
も
ご
案
内
し
て
お
り
ま
す
の

で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

①
採
用
予
定
職
種
及
び
人
数

　
一
般
事
務
、
保
育
士
、
栄
養
士

　
そ
れ
ぞ
れ
若
干
名

②
受
験
資
格

・
一
般
事
務

　
昭
和
六
十
二
年
四
月
二
日
か
ら

平
成
十
一
年
四
月
一
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
者

・
保
育
士
（
保
育
士
の
資
格
及
び

幼
稚
園
教
諭
の
免
許
を
有
す
る
者

又
は
、
平
成
二
十
九
年
三
月
三
十

一
日
ま
で
に
当
該
資
格
を
取
得
す

る
見
込
み
の
者
）

　
昭
和
六
十
二
年
四
月
二
日
か
ら

平
成
九
年
四
月
一
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
者

・
栄
養
士
（
栄
養
士
の
免
許
を
有

す
る
者
又
は
、
平
成
二
十
九
年
三

月
三
十
一
日
ま
で
に
当
該
資
格
を

取
得
す
る
見
込
み
の
者
）

　
昭
和
六
十
二
年
四
月
二
日
か
ら

平
成
九
年
四
月
一
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
者

③
試
験
区
分

・
一
般
事
務

　
　
高
等
学
校
卒
業
程
度

・
保
育
士
、
栄
養
士

　
　
短
期
大
学
卒
業
程
度

※
「
卒
業
程
度
」
と
は
、
試
験
の

区
分
を
示
す
も
の
で
あ
り
、
学

歴
を
受
験
資
格
と
す
る
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

④
受
付
期
間

　
平
成
二
十
八
年
七
月
二
十
一
日

か
ら
八
月
四
日
午
後
五
時
ま
で

⑤
試
験
の
日
程
、
種
目

【
第
一
次
試
験
】

日
　
時

　
平
成
二
十
八
年
九
月
十
八
日（
日
）

　
午
前
十
時
～

場
　
所

　
徳
島
文
理
大
学
　
九
号
館

　
人
間
生
活
学
部
棟

試
験
種
目

　
一
般
事
務

　
　
教
養
試
験

　
保
育
士
、
栄
養
士

　
　
教
養
試
験
、
専
門
試
験

【
第
二
次
試
験
】

日
　
時

　
平
成
二
十
八
年
十
一
月
中
旬
頃

　
詳
し
い
事
項
は
、
直
接
連
絡
し

ま
す
。

お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　
役
場
総
務
課

　
　
☎
六
七
二－

五
九
八
〇

　
詳
し
い
内
容
は
、
試
験
案
内
に

記
載
し
て
あ
り
ま
す
。

　
板
野
西
部
消
防
組
合
消
防
職
員

を
採
用
し
ま
す
。採
用
予
定
人
数
、

受
験
申
し
込
み
方
法
等
は
、
次
の

要
領
の
と
お
り
で
す
。
な
お
、
今

回
の
採
用
予
定
日
は
、
平
成
二
十

九
年
四
月
一
日
以
降
で
す
。

採
用
予
定
職
種
及
び
人
数

　
消
防
職
員
（
二
十
四
時
間
交
替

勤
務
）　
若
干
名

受
験
資
格

　
平
成
二
年
四
月
二
日
か
ら
平
成

十
一
年
四
月
一
日
ま
で
に
生
ま
れ

た
者
（
詳
し
く
は
、
試
験
案
内
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。）

受
付
期
間

　
平
成
二
十
八
年
七
月
二
十
一
日（
木
）

　
午
前
八
時
三
十
分
か
ら

　
八
月
四
日（
木
）午
後
五
時
ま
で

試
験
の
日
程

【
第
一
次
試
験（
県
内
統
一
試
験
で
実
施
）】

日
　
時

　
平
成
二
十
八
年
九
月
十
八
日（
日
）

　
午
前
十
時
～

場
　
所

　
徳
島
文
理
大
学
　
九
号
館
　
　

　
人
間
生
活
学
部
棟

　（
徳
島
市
山
城
町
西
浜
傍
示
一
八
〇
）

合
格
発
表

　
平
成
二
十
八
年
十
月
下
旬
頃

【
第
二
次
試
験
】

日
　
時

　
平
成
二
十
八
年
十
一
月
以
降

　
詳
し
い
事
項
は
、
直
接
連
絡
し

ま
す
。

お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　
板
野
西
部
消
防
組
合
消
防
本
部

総
務
課

　
☎
六
七
二－

〇
一
九
八

　
〒
七
七
九－

〇
一
一
四

　
　
板
野
町
羅
漢
字
前
田
三
五

※
申
込
用
紙
・
試
験
案
内
は
、
板

野
西
部
消
防
組
合
消
防
本
部
総

務
課
で
七
月
六
日
か
ら
配
布
し

ま
す
。

※
郵
便
で
請
求
す
る
場
合
は
、
封

筒
の
表
に
「
職
員
試
験
請
求
」

と
朱
書
し
、
宛
先
明
記
の
う

え
、
百
二
十
円
切
手
を
貼
っ
た

Ａ
４
判
返
信
用
封
筒
を
必
ず
同

封
し
て
く
だ
さ
い
。

　
板
野
西
部
消
防
組
合
職
員
採
用
の
ご
案
内

ご案内

町
職
員
採
用
試
験
お
申
し
込
み
受
付
期
間

　
七
月
二
十
一
日（
木
）～
八
月
四
日（
木
）
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お
知
ら
せ

●　人を傷つけるラクガキはやめましょう　●●　守ろう人権　みんなの幸せ　●

　
現
在
お
持
ち
の
重
度
心
身
障
が
い
者
医
療
費
受
給

者
証
の
有
効
期
限
は
七
月
末
ま
で
で
す
。

　
該
当
者
の
方
に
は
七
月
中
旬
に
ご
案
内
の
通
知
を

し
ま
す
の
で
、更
新
の
手
続
き
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
受
給
者
証
を
お
持
ち
で
な
い
方
で
対
象
に

な
る
と
思
わ
れ
る
方
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。（
所
得
制
限
等
で
該
当
に
な
ら
な
い
場
合
も
あ

り
ま
す
。）

※
対
象
者

●
身
体
障
が
い
者
手
帳
一
級
ま
た
は
二
級
、
ま
た
は

療
育
手
帳
Ａ
を
所
持
し
て
い
る
方

●
療
育
手
帳
Ｂ
を
持
ち
、
身
体
障
が
い
者
手
帳
三
級

か
四
級
に
該
当
し
て
い
る
方

●
児
童
を
扶
養
し
て
い
る
ひ
と
り
親
家
庭
の
父
母
等

（
児
童
扶
養
手
当
が
支
給
さ
れ
る
十
八
歳
に
達
す

る
日
以
後
の
最
初
の
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
人
）

に
つ
い
て
は
、
児
童
扶
養
手
当
の
現
況
届
の
際
に

更
新
手
続
き
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ

　
福
祉
保
健
課
・
障
が
い
者
担
当

　
☎
六
七
二－

五
九
八
六

　
住
民
課
・
ひ
と
り
親
家
庭
担
当

　
☎
六
七
二－

五
九
八
四

　
重
度
心
身
障
が
い
者
等

　
　
医
療
費
受
給
者
証
の

　
　
　
更
新
手
続
き
の
お
知
ら
せ

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
交
付

申
請
を
さ
れ
た
方
に
、
順
次
交
付

の
ご
案
内
を
お
送
り
し
て
い
ま

す
。
通
知
を
す
で
に
受
け
取
ら
れ

て
い
る
方
で
、
ま
だ
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
の
受
領
に
来
ら
れ
て

い
な
い
方
は
、
お
早
め
に
役
場
住

民
課
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　
カ
ー
ド
交
付
に
お
越
し
い
た
だ

く
際
に
は
、
ご
案
内
の
文
書
を
ご

確
認
い
た
だ
き
、
以
下
の
も
の
を

お
持
ち
く
だ
さ
い
。

・
交
付
通
知
書
（
ハ
ガ
キ
）

・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
通
知
カ
ー
ド

・
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド

　
（
お
持
ち
の
方
の
み
）

・
本
人
確
認
書
類

　
（
運
転
免
許
証
・
旅
券
・
身
体

障
害
者
手
帳
な
ど
顔
写
真
入

り
の
も
の
は
１
点
、
又
は
健

康
保
険
証
・
年
金
手
帳
な
ど

は
２
点
）

　
な
お
、
交
付
通
知
書
に
あ
る
日

付
は
、
あ
く
ま
で
目
安
で
す
の

で
、
期
限
に
係
わ
ら
ず
ご
都
合
の

よ
い
日
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　
現
在
、
交
付
申
請
書
の
受
付

後
、
約
一
ヶ
月
程
度
で
交
付
の
ご

案
内
を
お
送
り
し
て
い
ま
す
。
申

請
後
、
二
ヶ
月
以
上
お
待
ち
の
方

は
、
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
（
☎
〇
一

二
〇－

九
五－
〇
一
七
八
）
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ

　
役
場
住
民
課
戸
籍
係

　
　
☎
六
七
二－

五
九
八
五

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

　
介
護
保
険
施
設
や
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
を
利
用
す
る
方

の
食
費
・
部
屋
代
に
つ
い
て
は
、
利
用
者
負
担
が
原
則

で
す
が
、
低
所
得
者
の
方
に
対
し
て
、
こ
の
食
費
・
部

屋
代
の
負
担
軽
減
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
自
宅
で
暮
ら
す
方
、
保
険
料
を
負
担
す
る
方
等
と
の

公
平
性
を
更
に
高
め
る
た
め
、
食
費
・
部
屋
代
の
利
用

者
負
担
段
階
の
判
定
に
用
い
る
収
入
に
は
、
現
在
は
課

税
年
金
（
老
齢
年
金
な
ど
）
収
入
の
み
が
対
象
と
な
っ

て
い
ま
す
が
、
平
成
二
十
八
年
八
月
か
ら
は
非
課
税
年

金
（
遺
族
年
金
と
障
害
年
金
）
収
入
も
含
め
て
判
定
す

る
よ
う
、
見
直
し
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
こ
の
こ
と
で
、
現
在
、
利
用
者
負
担
段
階
が
第
二
段

階
で
あ
る
方
の
う
ち
、
非
課
税
年
金
を
一
定
額
受
給
さ

れ
て
い
る
場
合
に
は
、
こ
の
負
担
段
階
が
第
三
段
階
に

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
が
、
負
担
軽
減
を
受
け
ら
れ
な

く
な
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

お
問
い
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わ
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役
場
福
祉
保
健
課

　
　
☎
六
七
二－

五
九
八
六

交
付
通
知
書
を
お
送
り
し
て
い
ま
す

の

平
成
二
十
八
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八
月
か
ら

介
護
保
険
制
度
が

変
わ
り
ま
す

平
成
二
十
八
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か
ら
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護
保
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り
ま
す

平
成
二
十
八
年
八
月
か
ら

介
護
保
険
制
度
が

変
わ
り
ま
す
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お
知
ら
せ

●　受けようがん検診　受けよう特定健診　●●　ごみは町指定袋に入れて出しましょう　●

　板野町町民センターで夏野菜を使ったカレー作り教室を実施します。夏休みの思い
出に、親子で楽しいひと時をすごしませんか？
　参加をご希望の方は、下記の事項をお読みの上、ふるさと工房まで
参加料を添えてお申し込みください。

●対　　象：板野町内の幼稚園児及び保護者（ご家族）の方
　　　　　　※園児だけでの参加はできません。保護者の方の参加が必要です。
●場　　所：板野町町民センター１階　調理室
●当日用意するもの：エプロン、三角巾、マスク、タオル、飲み物
●参　加　料：１人　300円　※保険料等を含みます。　※当日不参加の場合でも返金できませんので、ご了承ください。
●募集人数：親子10組程度（先着順）　※定員になり次第締め切ります。
●申込・お問い合わせ：参加料をふるさと工房までご持参ください（電話で営業日であるかをご確認の
　　　　　　　　　　　上、お越しください）。詳しくはふるさと工房までお問い合わせください。

　　　　　　　　　　　〒779－0105　板野町大寺露ノ口55－2（商工会館北側）
　　　　　　　　　　　ふるさと工房（板野町ふるさと味づくり研究会）　☎672－5979
　　　　　　　　　　　※営業時間：午前９時より午後４時　　休み：不定休

申込締切

７月 30日

日 時

8 7（日）
10：00～10：00～

いろどりクッキング教室

親子で夏野菜カレー参加者募集
町民センターで夏野菜を使ったカレー作り教室を実施します。夏休みの町民センターで夏野菜を使ったカレー作り教室を実施します。夏休みの板野町町民センターで夏野菜を使ったカレー作り教室を実施します。夏休みの思いーで夏野菜を使ったカレー作り教室を実施します。夏休みの思い板野町町民センターで夏野菜を使ったカレー作り教室を実施します。夏休みの思い

親親親親親親親 者者者者者者者 集集親親親親親親親 者者者者者親親親親親親親親親親親親子子子子子子子子ででででで夏夏夏夏夏夏夏夏 菜菜菜菜菜菜菜菜菜 レレレレレレレレレー参参参参参参参参参参参参加加者者者者者者者者者募募募募募募募募募集集集集集集集集集集集親親親親親親子子子子子子ででででで夏夏夏夏夏夏 菜菜菜菜菜 レレレレレレレレ 参参参参参参参加者者者者者者者者募募募集集集集集集親親親親親親子子子子子子子子子子子子でででででででででで夏夏夏夏夏夏夏夏夏野野野野野野菜菜菜菜菜菜菜カカカカカカカカカカカカレレレレレレレレレレレレーーーー参参参参参参参参参参参参加加加加加加加加加加者者者者者者者者者者者者募募募募募集集集集集集集集集集集夏夏夏夏野野野野野菜菜菜菜菜カカカカカカカカカカレレレレレレレレレレレレ 加者者者者親親親親親親親子子子子子子子子子子子子でででででででででででで夏夏夏夏夏夏夏野野野野野野野菜菜菜菜菜菜菜菜カカカカカカカカカカカカレレレレレレレレレレレレーーーーーー参参参参参参参参参加加加加加加加加加加加加者者者者者者者者者者募募募募募募募募集集集集集集集集集集親子で夏野菜カレー参加者募集親子で夏野菜カレー参加者募集

板野東部
ファミリー・サポート・センター

夏休み親子で
よっといday!!
in 板野

夏休み親子で
よっといday!!
in 板野

夏休み親子で
よっといday!!
in 板野

　ファミサポをもっと知っていただくために、楽しくて
ためになる企画と共にファミサポ説明・登録会を開催し
ています。
　

「ペットボトルを使って手作り万華鏡を作ろう！」
　日　時：７月２７日（水）　午前１０時～１１時３０分
　場　所：板野町町民センター２階
　　　　　第１・第２会議室
　参加費：無料
　定　員：親子２０組（参加できるお子様対象）
　　　　　ファミリーサポートセンター事業に関心がある方
　申込先：板野東部ファミリー・サポート・センター
　　　　　☎６９３－３０３３

鈴木のりたけさん
絵本トークショーのご案内

『しごとば』ができるま『しごとば』ができるまでで
　～新幹線運転士、
　　　東京スカイツリー駅に停まります！～
　
　ユニークで遊び心がつまった作風で人気の絵
本作家「鈴木のりたけさん」をお迎えし絵本トー
クショーを開催します。
　本ができるまでのお話の流れの中に、絵描き
歌やクイズ、探し絵などが盛り込まれ、子ども
から大人まで一緒に楽しめる内容となっていま
す。
　夏休みの一日、家族みんなで楽しいひととき
をお過ごしください。
　参加は無料ですが、事前の申込みが必要で
す。たくさんの皆さんの参加をお待ちしており
ます。　
日　時：７月２４日（日）
　　　　午後１時３０分～３時
　　　　終了後サイン会を実施
場　所：板野町文化の館
　　　　視聴覚室　

●お問い合わせ●
板野町教育委員会
☎６７２－０１３６

板野町子どもの読書推進事業
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ら
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●　守ろう人権　みんなの幸せ　●●　人を傷つけるラクガキはやめましょう　●

板野町ため池ハザードマップについて（第３回）

　板野町には３０箇所を超えるため池があり、ため池の決壊時には甚大な被害を及ぼす恐れがあることから、
被害予測範囲を図示し、被害対策に役立てることを目的に「板野町ため池ハザードマップ」を作成しました
ので、お知らせします。

　ため池ハザードマップは、航空写真と現場の状況から道路・土地・家屋の高さを算出し、ため池の決壊後
における被害予測範囲を地図上で表示したものです。
　なお、ため池ハザードマップは最大被害を想定し、下記の条件により作成しています。
　・ため池の水量は、満水状態を想定
　・決壊する場所として、吐出口周辺での決壊を想定
　・ため池の決壊により、すべての水が一気に流れ出すとして算出

　ため池ハザードマップの作成については、国の補助金を活用する関係から、
（１）ため池の水を農業に利用していること （２）ため池の近くに民家があること
を理由に、下記のため池についてのみハザードマップを作成しています。
　ため池ハザードマップについては、板野町ホームページで確認できるほか、ご希望の方には、役場産業課
でもお渡しします。
　また、広報「すがお」にも掲載しますが、
広報ではすべての情報を詳しく掲載すること
ができないため、被害予測範囲を中心とした
掲載について、ご理解をお願いします。

　ため池：キビガ谷の池　　総貯水量：１６,９００t
　被害予測範囲（東西）：那東老人憩の家東側～企画設計工房付近  （南北）：ため池～県道鳴門池田線
　最寄りの地震時緊急避難場所：板野西小学校(体育館)、板野町町民ふれあいプラザ
　
［特　徴］
　 ため池から住宅地までの距離、水路や河川の影響が考えられますが、今回ハザードマップを作成した中で
２番目に水量が多いにも関わらず、浸水エリアは２番目に小さい結果となりました。
　浸水エリアの中には、浸水５０cm～２m（黄緑・水色）のエリアが多く見られますが、これらは主に農地
であり、住宅への影響は比較的少ないものと考えられます。
　また、那東老人憩の家の東側からの氾濫により浸水エリアが広がっていますが、これは河川改修前のデー
タを用いたこともあり、河川改修により実被害はさらに下げるのではと期待できる地域となります。
　なお、最大被害を想定した場合、ため池の決壊から１０分～２０分後には全体範囲のほとんどのところまで水
が来るものとなっています。
　
［最後に］
　ため池ハザードマップは、ため池が南海地震などにより大きな被害を受け、ため池の堤防が決壊した場合
を想定し、その氾濫水が決壊３０分後に到達する区域の最大範囲と、予想される浸水の深さを表示したものです。
　実際の氾濫水の影響がある範囲は、ため池の貯水状況、堤体の被害程度、周辺の土地利用状況等により、
これと異なる可能性もありますが、地震が発生したら、あわてず、周囲の安全を確認してから最寄りの地震
時緊急避難場所へ移動しましょう。

役場産業課　☎６７２－５９９４

１１．ハザードマップの作成方法な．ハザードマップの作成方法などど

２２．ハザードマップを作成したため池な．ハザードマップを作成したため池などど

３３．．今月号掲載のため池ハザードマップについ今月号掲載のため池ハザードマップについてて ※次のページを参照してください　※次のページを参照してください

すがお掲載地区名ハザードマップ
５月号川端①川端池＋中谷２号池
６月号川端②中谷１号池
７月号那東③キビガ谷の池
８月号大坂④慶田の池　　　
９月号川端⑤馬越２号池＋３号池
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●　ごみは町指定袋に入れて出しましょう　●●　受けようがん検診　受けよう特定健診　●
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お
知
ら
せ

●　守ろう人権　みんなの幸せ　●●　守ろう人権　みんなの幸せ　●

※７０歳以上７５歳未満の方（後期高齢者医療制度の被保険者以外）がいる場合、その方々との総収入の合計額
が５２０万円未満の場合は１割（要申請）

【一部負担金の割合の判定方法について】
１割負担となる方

同じ世帯の被保険者全員の住民税課税所得が１４５万円未満

３割負担となる方

被保険者が２人以上の場合被保険者が１人の場合世帯構成

１４５万円以上の被保険者がいる１４５万円以上住民税課税所得

５２０万円未満は１割（要申請）３８３万円未満は１割（要申請）
総収入の合計額

５２０万円以上は３割３８３万円以上は３割（※）

８月は保険証の定期更新月です
　現在、後期高齢者医療制度に加入されている方には、有効期限が「平成２８年７月３１日」となっているみどり色の
「後期高齢者医療被保険者証」を、１人に１枚お渡ししています。
　７月中に役場住民課から、有効期限　平成２９年７月３１日と記載された新しい被保険者証［オレンジ色］をお
届けします。
　平成２８年８月１日から平成２９年７月３１日までの一部負担金の割合（１割又は３割）は、平成２７年中の所得に基づ
き、改めて判定します。
　８月１日以降は、古い被保険者証は使えませんので、受診の際は有効期限を確認し、お間違えのないようご注意
ください。

※平成２８年度の保険料の決定通知書を８月初旬にお送りします。
　平成２８年度の保険料が、年金から差引かれている方は、４月分から８月分までは、仮徴収としてお支払いい
ただくこととなっております。
　保険料の算定基礎となる前年の所得が確定後、年額保険料とお支払方法のお知らせをお送りします。
　また、年金からの差引きではなく、納付書または口座振替により保険料を納めていただく方についても、役
場税務課から年額保険料のお知らせと納付書をお送りします。
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●　ごみは町指定袋に入れて出しましょう　●●　ごみの減量化・分別収集にご協力を　●

臓器提供の意思表示にご協力ください
　
　新しい被保険者証(有効期限平成２９年７月３１日)の裏面に、臓器提供意思表示欄が設けられています。
　これは、臓器移植に関する啓発や知識を深めるためです。臓器移植とは、病気や事故により臓器が機能し
なくなった方に他の方の健康な臓器を移植し、機能を回復させる医療です。
　臓器提供の意思表示は自分の意思で決めることができます。また、意思表示欄記入後も意思の変更ができ
ます。
　臓器提供についてよく考え、家族とよく話合い、意思表示欄の記入にご協力ください。
　なお、意思表示欄への記入は任意であり、義務付けるものではありません。

※後期高齢者医療限度額適用・標準負担額減額認定証（薄い紫色）をお持ちの方へ
　現在お持ちの「後期高齢者医療限度額適用・標準負担額減額認定証」は、有効期限が「平成２８年７月３１日」
となっています。
　平成２７年度の認定証をお持ちの方で平成２８年度住民税非課税世帯の方には、７月末までに役場住民課から
「後期高齢者医療限度額適用・標準負担額減額認定証」をお届けいたします。更新申請書の提出は必要ありま
せん。
　認定証に記載されている適用区分が「区分Ⅱ」の方で「過去１２か月で９０日を超える入院」をされた方は、
役場住民課に申請していただくことで、入院時の食事代がさらに減額されます。

お問い合わせ　役場住民課　☎６７２－５９８４

※　臓器提供意思表示欄記入後に、「個人情報保護シール」をはり付けることにより、記入内容を他の人に知られな
いようにすることができます。このシールは被保険者証同封パンフレット「臓器提供の意思表示にご協力くださ
い」に付いています。

※　記入する場合は、ボールペン等の消えないペンを使用してください。
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●　守ろう人権　みんなの幸せ　●●　人を傷つけるラクガキはやめましょう　●

お元気ですか 保健師です。お元気でお元気ですか 保健師か 保健師です。

　平成２８年度の受診券はうすい青緑色（あさぎ色）です。受診券は世帯ごとにまとめて郵便
でお届けしています。ご自分の健康の確認のためにぜひお受けください。

平成28年度  がん検診 がはじまります

ご都合の良い日を選んでいただけるように個別検診と集団健診があります。日程、受診方法
については、がん検診受診券に同封されている家族の健康カレンダーをご覧ください。

今年度、受けることが
できる項目に●印がつ
いています。

《受診券の見方》

平成29年3月31日現在
の年齢です。

肺がん検診・大腸がん検診
は無料です。集団健診で受
けることができます。

腹部超音波検査は総合
健診のみです。
先着35名まで。

乳がん検診・子宮頸が
ん検診は昨年度受けら
れていない方（２年に
１度の検診）とクーポ
ン対象の方に●印がつ
いています。

肝炎ウイルス無料クー
ポン券を使用する場合
は、必ずこの受診券を
ご持参ください。

お問い合わせ　役場福祉保健課　健康相談室（町民センター内）　☎672－5580

教室のお知らせ教室のお知らせ教室のお知らせ教室のお知らせ

●問診票は、健康相談室窓口（希望者には郵送可）または医療機関窓口にあります。
●乳がん検診・子宮頸がん無料クーポン券対象の方には、別便でクーポン券が郵送されます。
　クーポン券の色は、子宮頸がん（藤色）、乳がん検診（黄緑色）です。
　必ず、受診時にお持ちください。クーポン対象と確認できない場合は、有料になります。
●事業所等に勤務され、検診の機会がある方は、そちらを優先にしてください。
●この受診券では、特定健診を受けることができません。各保険者から送付される受診券をご利用ください。

特定健康診査に関すること　　役場住民課　　　　　　　　　　☎672－5984
がん検診に関すること　　　　役場福祉保健課（健康相談室）　☎672－5580

※健康に関心のある方ならどなたでも参加できます。
※参加ご希望の方は健康相談室までお申し込みください。

糖の学習会血圧の学習会
８月４日（木）７月２３日（土）と　き

午前１０時から１１時３０分時　間
町民センター　集団指導室場　所

参加料

無　料

　７月２３日はみそ
汁の塩分測定をし
ます。ご家庭のみ
そ汁をお持ちくだ
さい。



いたの　すがお
2016年7月号

１３

お
知
ら
せ

●　ごみは町指定袋に入れて出しましょう　●●　受けようがん検診　受けよう特定健診　●

　
コ
ス
モ
ス
成
年
後
見
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
で
は
、
成
年
後
見
制
度

の
利
用
相
談
を
は
じ
め
、
遺
言
や

相
続
な
ど
高
齢
者
や
障
が
い
者
の

生
活
設
計
に
関
す
る
相
談
会
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

　
日
時
：
七
月
十
五
日
（
金
）

　
　
　
　
午
後
一
時
～
三
時

　
場
所
：
板
野
町
町
民
セ
ン
タ
ー

（
奇
数
月
の
第
三
金
曜
日
ご
と
の

開
催
で
す
。）

　
相
談
は
無
料
で
す
。
お
名
前
等

を
お
伺
い
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ

　
コ
ス
モ
ス
成
年
後
見
サ
ポ
ー
ト

　
セ
ン
タ
ー
徳
島
県
支
部

　
　（
徳
島
県
行
政
書
士
会
内
）

☎
六
七
九－

四
四
四
〇

成年後見・
相続・遺言

無料相談会の
お知らせ

　行政から発信される消費者情報を周りの消費者（家族、
友人、近所や職場など）に広めたり、地域の情報やニーズを
行政に取り次ぐといったボランティア活動をする消費者ネ
ットの担い手（愛称：阿波の助っ人）を募集しています。「伝
える」「学ぶ」「活動する」「教える」の 4 つの活動の中から、
ご本人の希望に沿った活動をお願いしています。この活動
にご賛同いただける18歳以上の県民の方と県内の団体の
申請をお待ちしております。

●お問い合わせ●
徳島県消費者情報センター　☎６２３－０６１２

ホームページ
http://www.pref.tokushima.jp/shohi/
（休所日　水曜日・祝日・年末年始）

政から発信される消費者情報を周り 消費者（

くらしのサポーターくらしのサポーター
募集中！！募集中！！

くらしのサポーター
募集中！！

☎672－6099  ☎0120-783-577（フリーダイヤル）板野町消費生活相談所
むっとしたら救急！ な  や  み　 いつもないない

お問い合わせ

消 費 生 活 相 談 所 か ら の お 知 ら せ
●赤ちゃん！ベッドからの転落注意！　

　大人が目を離した隙に、赤ちゃんが大人用ベッドから転落するとい
う事故が多発しています。重大事故に繋がる危険があるので注意しま
しょう。　
【アドバイス】
　一番の安全対策はベッドを使用せず、床や畳などに布団を敷くこと
です。やむなくベッドを使用する場合は、柵の設置や床にカーペット
を敷いたり、クッションを置くなどの対策を心がけましょう。　

●来所、電話、訪問での相談を受け付けています。
●相談受付時間　月曜日～金曜日　午前９時～午後３時

＊土・日・祝日・年末年始はお休みです。　

５月の相談件数は　３７件　でした。

☎672－6099板野町消費生活相談所
むっとしたら救急！

☎0120-783-577（フリーダイヤル）
な  や  み　 いつもないない

お申し込み、お問い合わせ

場　所：板野町町民センター 1階　多目的ホール
　　　　（板野町大寺字亀山西 169－5）
講　師：四国経済産業局
　　　　資源エネルギー環境課長　見村　隆正氏
テーマ：今後のエネルギーを考える
　※講演時間は、1時間程度を予定
　参加をご希望の方は、板野町消費生活相談所
までお申し込みください。

（当日受講受付も可能）

平成28年度　第1回
「おさいふ学ミニ講座」
開講のお知らせ

日 時

715（金）
13時３０分～15時13時３０分～15時



いたの　すがお
2016年7月号

１４

お
知
ら
せ

●　守ろう人権　みんなの幸せ　●●　守ろう人権　みんなの幸せ　●

　地域住民の身近な相談相手として人権擁護委員が市町村に配置されていることを伝えると共に、一人ひとりの
人権意識を高めるため様々な人権啓発活動を行っています。
　板野町でも、６月２日（木）に午前中はスーパー前での特設相談案内チラシ・物品を配布するなどの街頭啓発活
動を行いました。午後からは特設人権相談所を開設し、町民の相談に応じ、人権問題の解決を目指しました。

人権コミュニティ課　　☎６７２－５９８８

　
今
月
納
期
の
税
金
・
保
険
料
は

　
・
町
県
民
税
　
　
　
　
第
１
期

　
・
国
民
健
康
保
険
税
　
第
１
期

　
・
介
護
保
険
料
　
　
　
第
１
期

で
す
。

お
問
い
合
わ
せ

　
役
場
税
務
課

　
　
☎
六
七
二－

五
九
八
三

今
月
納
期
の

税
金
・
保
険
料
の

お
知
ら
せ

納期限を守り､ 納め
忘れのないようにし
ましょう。

納期限　8月1日（月）

※税金・保険料は納期限を経過し督促状発付の日から督促手数料がか
かります。また、納期限までに完納しない場合は、納期限の翌日か
ら納付の日までの日数に応じ延滞金がかかります。

①
　
困
り
ご
と
を
お
話
し
く
だ
さ
い
。

生
活
で
の
悩
み
ご
と
、
心
配
ご
と
、
お
困
り
の
こ

と
な
ど
の
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。
内
容
に

よ
っ
て
、
他
の
専
門
機
関
を
紹
介
い
た
し
ま
す
。

②
　
一
緒
に
目
標
を
た
て
ま
し
ょ
う
。

困
り
ご
と
を
整
理
し
、
解
決
に
向
け
た
具
体
的

な
計
画
を
一
緒
に
考
え
て
い
き
ま
す
。

③
　
目
標
達
成
に
向
け
て
一
緒
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

自
立
に
向
け
て
、
他
の
専
門
機
関
と
一
緒
に
あ

な
た
を
継
続
的
に
サ
ポ
ー
ト
い
た
し
ま
す
。

くらしサポートセンター板野くらしサポートセンター板野くらしサポートセンター板野くらしサポートセンター板野
生活で困りごとを抱えている方が
相談できるよう板野町社会福祉協
議会に相談窓口を開設しています。

生活で困りごとを抱えている方が
相談できるよう板野町社会福祉協
議会に相談窓口を開設しています。

生活で困りごとを抱えている方が
相談できるよう板野町社会福祉協
議会に相談窓口を開設しています。

　人権擁護委員の日 ６月１日

●仕事がなかなか見つからない
●長年仕事をしていないので仕事に就
く自信が持てない
●ひきこもりの家族がいる
●家賃や光熱費が払えない、家計のや
りくりができない

●経済的に苦しくて生活していけない
●悩むばかりでどこに相談したらいい
かわからない

…………相談のながれ…………

※　相談窓口 ※  
板野町社会福祉協議会内

　板野町にお住まいの
方であれば、どなたでも
無料で相談できます。
　また、くらしサポート
センター板野に来所で
きない方については、訪
問相談も可能です。
　ひとりで悩まずにま
ずはご相談ください。

お気軽に
お問い合わせください。
《 相談窓口 》
くらし

サポートセンター板野
 (板野町社会福祉協議会内)

　☎　  672－0051
FAX  672－5894



いたの　すがお
2016年7月号

１５

お
知
ら
せ

●　ごみは町指定袋に入れて出しましょう　●●　ごみの減量化・分別収集にご協力を　●

　
徳
島
県
に
お
け
る
平
成
二
十
八
年
度
の
狩
猟
免
許
試
験

が
次
の
日
程
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

【
狩
猟
免
許
試
験
日
】

　
第
一
回
：
平
成
二
十
八
年
七
月
二
十
四
日
（
日
）

　
第
二
回
：
平
成
二
十
八
年
八
月
二
十
八
日
（
日
）

　
第
三
回
：
平
成
二
十
九
年
一
月
二
十
九
日
（
日
）

　
つ
い
て
は
、
左
記
の
日
程
に
よ
り
県
猟
友
会
事
務
所
で

初
心
者
講
習
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
の
で
、ご
案
内
し
ま
す
。

【
講
習
会
日
程
（
わ
な
猟
）】

　
第
一
回
　
平
成
二
十
八
年
七
月
九
日
（
土
）

　
　
　
　
　
十
時
～
十
六
時

　
第
二
回
　
平
成
二
十
八
年
八
月
六
日
（
土
）

　
　
　
　
　
十
時
～
十
六
時

　
第
三
回
　
平
成
二
十
九
年
一
月
十
四
日
（
土
）

　
　
　
　
　
十
時
～
十
六
時

　【
講
習
会
日
程
（
第
一
種
銃
猟
・
第
二
種
銃
猟
）】

　
第
一
回
　
平
成
二
十
八
年
七
月
十
日
（
日
）

　
　
　
　
　
十
時
～
十
六
時

　
第
二
回
　
平
成
二
十
八
年
八
月
七
日
（
日
）

　
　
　
　
　
十
時
～
十
六
時

　
第
三
回
　
平
成
二
十
九
年
一
月
十
五
日
（
日
）

　
　
　
　
　
十
時
～
十
六
時

　
な
お
、
詳
細
に
つ
い
て
は
県
猟
友
会
事
務
局
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
　
県
猟
友
会
事
務
局
　
☎
六
二
三－

一
六
一
七

　
狩
猟
免
許
初
心
者
講
習

狩
猟
免
許
初
心
者
講
習
会会
に
つ
い
て

に
つ
い
て

ル
ー
ル
を
守
り
マ
ナ
ー
を
高
め
ま
し
ょ
う
‼

　
交
差
点
の
三
〇
メ
ー
ト
ル
手
前
、
進
路
変
更
三
秒
前
の
合
図
を
実
行
！

　
黄
色
信
号
は
「
止
ま
れ
」
の
原
則
を
忘
れ
な
い
！

　
進
路
変
更
し
た
い
時
は
早
め
の
合
図
で
無
理
を
し
な
い
！

　
横
断
歩
道
は
歩
行
者
が
優
先
、
歩
行
者
保
護
を
実
践
し
た
運
転
を
！

　
時
間
と
心
に
ゆ
と
り
を
持
っ
て
、
無
理
に
進
入
し
な
い
！

ド
ラ
イ
バ
ー
の
み
な
さ
ん

こ
ん
な
運
転
に
心
当
た
り
あ
り
ま
せ
ん
か
？
　

右
左
折
・
進
路
変
更
の
合
図
が
遅
く
あ
り
ま
せ
ん
か
？

1
黄
色
信
号
で
加
速
し
て
い
ま
せ
ん
か
？

2
無
理
な
割
り
込
み
を
し
て
い
ま
せ
ん
か
？

3
横
断
歩
道
手
前
に
歩
行
者
が
い
る
場
合
、
停
止
し
て
い
ま
す
か
？

4
渋
滞
し
て
い
る
交
差
点
に
、
無
理
に
進
入
し
て
い
ま
せ
ん
か
？

5

　「
自
転
車
交
通
安
全
運
動
月
間
」

の
期
間
中
、
板
野
中
学
校
の
グ
ラ

ウ
ン
ド
で
Ｊ
Ａ
共
済
主
催
の
自
転

車
安
全
教
室
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
板
野
署
や
プ
ロ
の
ス
タ
ン
ト
マ

ン
の
方
々
に
よ
る
自
転
車
交
通
事

故
の
再
現
も
行
わ
れ
、
事
故
を
疑

似
体
験
す
る
こ
と
で
危
険
性
を

知
っ
て
も
ら
う
取
り
組
み
も
行
わ

れ
ま
し
た
。

『ゆとりもち　しわしわいかんで　阿波の道』

７月１日㈮～　　　
　　　８月３１日㈬

交交通通
マナーアッマナーアッププ
推進月間県民運推進月間県民運動動

自転車
　安全教室
自転転車
安安全教室室室

自転車
　安全教室
自転車
　安全教室



いたの　すがお
2016年7月号

１６

お
知
ら
せ

●　人を傷つけるラクガキはやめましょう　●

　
板
野
町
で
は
、
左
記
に
よ
り
第
二
十
四
回
町
民
ラ
ジ
オ
体

操
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
朝
の
さ
わ
や
か
な
空
気
を
胸
い
っ
ぱ
い
吸
い
込
ん
で
、
自

分
の
健
康
を
確
か
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
町
で
は
、
ラ
ジ
オ
体
操
に
よ
る
健
康
づ
く
り
を
推
進
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
お
誘
い
合
わ
せ

の
う
え
、
大
勢
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
な
お
、
ご
参
加
さ
れ
る

方
は
、
駐
車
場
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
で
き
る
だ
け
徒

歩
ま
た
は
自
転
車
等
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　と
　
き
　
七
月
二
十
三
日
（
土
）

　
　
　
　
午
前
六
時
二
十
分
集
合

と
こ
ろ
　
板
野
町
田
園
パ
ー
ク

　
　
　
　
町
民
ス
ポ
ー
ツ
・
ガ
ー
デ
ン

※
雨
天
の
場
合
は
「
健
康
の
館
」
で
行
い
ま
す
の
で
、
上
靴

を
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

※
参
加
さ
れ
た
方
に
は
、
記
念
品
を
お
贈
り
し
ま
す
。

主
催
　
板
野
町
・
板
野
町
教
育
委
員
会
・
板
野
町
体
育
協
会

後
援
　
板
野
町
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
会

　
　
　
板
野
ぴ
ょ
ん
太
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

　
　
　
板
野
町
ま
ち
づ
く
り
女
性
の
会

　
　
　
板
野
町
内
各
郵
便
局

お
問
い
合
わ
せ

　
板
野
町
教
育
委
員
会

　
　
☎
六
七
二－

〇
一
三
六

ご案内

町
民
ラ
ジ
オ
体
操

町
民
ラ
ジ
オ
体
操
会会

夏のごみ収集時間
変更について

午前7時30分までに
（6月～9月）

　６月から９月までの夏期の間、衛生管理
とごみ収集の能率向上を図るため、収集時
間が早くなります。
　ごみは決められた日の午前７時３０分まで
に決められた場所に出してください。
 役場環境生活課

　
板
野
町
体
育
協
会
は
、
体
育
行

事
の
普
及
と
体
位
の
向
上
を
図
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
、
昭
和
五
十

二
年
に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
各
部

が
主
催
の
大
会
や
町
主
催
事
業
等

で
相
互
協
力
と
サ
ポ
ー
ト
し
、
よ

り
一
層
の
活
発
な
活
動
に
つ
な

げ
、
今
後
と
も
多
く
の
人
た
ち
に

興
味
・
関
心
を
持
っ
て
い
た
だ
き
、

町
民
の
健
康
増
進
・
体
力
向
上
に

貢
献
し
ま
す
。

（
板
野
町
体
育
協
会
役
員
紹
介
）

　　
会
　
長
　
　
三
原
　
克
美

　
副
会
長
　
　
赤
澤
　
敬
二

　
　
　
　
　
　
石
井
　
公
生

　
監
　
事
　
　
長
井
　
芳
治

　
　
　
　
　
　
平
野
　
雅
繁

板
野
町
体
育
協

板
野
町
体
育
協
会会

役
員
改
選
の
お
知
ら

　
　
　
役
員
改
選
の
お
知
ら
せせ

徳島県労働委員会委員による駅前労働相談会
　解雇・賃金未払い・パワハラなど労使関係のトラブル、ご相談ください。労働者の方も、事業主の方も、
お気軽にご利用いただけます。困ったときは１人で悩まないで、ご相談ください。

◆日　時　７月２４日（日)　午後１時～４時３０分
　　　　　　　　　　　　（受付は午後４時まで）
◆場　所　シビックセンター４階（アミコビル内）

お問い合わせ
徳島県労働委員会事務局（徳島市万代町１丁目１番地　県庁１１階）

☎６２１－３２３４（土・日・祝日を除く）　FAX ６２１－２８８９
http://www.pref.tokushima.jp/soshiki/roudouiinkai/

◆相談員　弁護士など、徳島県労働委員会委員
◆お申し込み　事前予約優先
　７月２２日（金）午後６時まで



いたの　すがお
2016年7月号

１７

お
知
ら
せ

●　受けようがん検診　受けよう特定健診　●

今年も

　「あさんウォーキングフェス「あさんウォーキングフェスタタ inいたの」 in いたの」を開催します‼

＜開催日＞１１月２０日（日）
＜会　場＞あすたむらんど徳島
　　　　　（あさんインダストリアルパーク内）

●お問い合わせ●
あさんウォーキングフェスタinいたの実行委員会事務局

（板野町健康の館内）
☎６７２－７０４０ 　ＨＰ：asan-walking.com

町
民
ス
ポ
ー
ツ

町
民
ス
ポ
ー
ツ

町
民
ス
ポ
ー
ツSPORTS

SPORTS
板板野野ぴぴょょんん太太ススポポーーツツククララブブ

土金木水火月日
9876547／3
Ｊｒテニス教室
中級テニス教室

カローリングサークル
気軽に卓球
気軽にバド
バドサークル
グラウンドゴルフ

楽しいテニス
ピンポンクラブ（体セ）

さわやかテニス
楽しいテニス

カローリングサークル
気軽に卓球
気軽にバド
バドサークル
グラウンドゴルフ

16151413121110
Ｊｒテニス教室
中級テニス教室
チアダンス教室（南公）

カローリングサークル
気軽に卓球
気軽にバド
バドサークル
グラウンドゴルフ

楽しいテニス
ピンポンクラブ（体セ）

さわやかテニス
楽しいテニス

カローリングサークル
気軽に卓球
気軽にバド
バドサークル
グラウンドゴルフ

23222120191817
Ｊｒテニス教室
中級テニス教室
チアダンス教室（南公）

カローリングサークル
気軽に卓球
気軽にバド
バドサークル
グラウンドゴルフ

楽しいテニス
ピンポンクラブ（体セ）

さわやかテニス
楽しいテニス

カローリングサークル
気軽に卓球
気軽にバド
バドサークル
グラウンドゴルフ

30292827262524
カローリングサークル
気軽に卓球
気軽にバド
バドサークル
グラウンドゴルフ

楽しいテニス
ピンポンクラブ（体セ）

さわやかテニス
楽しいテニス

カローリングサークル
気軽に卓球
気軽にバド
バドサークル
グラウンドゴルフ

654328／131
Ｊｒテニス教室
中級テニス教室
チアダンス教室（南公）

カローリングサークル
気軽に卓球
気軽にバド
バドサークル
グラウンドゴルフ

楽しいテニス
ピンポンクラブ（体セ）

さわやかテニス
楽しいテニス

カローリングサークル
気軽に卓球
気軽にバド
バドサークル
グラウンドゴルフ

プログラムの詳細につきましては、板野ぴょん太スポーツクラブ（☎６３５－４８２８）へお気軽にお問い合わせください。

他団体使用のため
健康の館の教室は
お休みです

　恒例の１０km・４kmウォーキング大会の他、
会場内での地産地消の販売・飲食ブース、ス
テージイベント、大 製薬工場見学など、お楽
しみが盛りだくさんのイベントです。１０km
コースは往復はがきにて８月１日より受付開
始！　皆さんお楽しみに‼



いたの　すがお
2016年7月号

１８

お
知
ら
せ

●　守ろう人権　みんなの幸せ　●

お問い合わせ先：自衛隊鳴門地域事務所（☎６８５－５３０６）　住所：鳴門市撫養町立岩字七枚５７
自衛官募集ホームページ　http://www.mod.go.jp/gsdf/jieikanbosyu/　

そ　　の　　他試　験　日受付期間資　　格募 集 種 目
試験会場
　海上自衛隊
　　徳島教育航空群基地内（松茂町）
＊１　平成２８年８月又は９月に入隊できる男子に限る
詳細については、下記のお問い合わせ先までご連
絡ください。

７月３０日（土）
（８・９月要員）
第２回
６月２１日～７月２５日１８歳～

２７歳未満の男子

（男子）自衛官
候補生

試験会場
　海上自衛隊
　　徳島教育航空群基地内（松茂町）
＊１　平成２９年４月入隊者
＊２　８月２７日の試験は高校生は受験できません。
＊３　女子は９月２６日のみの試験になります。
詳細については、下記のお問い合わせ先までご連
絡ください。

女子の自衛官候補生について、願書受付け開始日
が７月１日からに変更になりました。

８月２７日（土）
（３・４月要員）
第１回
７月２６日～８月２２日

筆記試験、適性検査、作文
９月１６日（金）、１７日（土）
身体検査、口述試験
９月１９日（月）、２０日（火）

第２回
８月１日～９月８日

１８歳～２７歳未満の男子
（高校生卒業見込を含む）

１０月６日（木）第３回
９月９日～１０月３日

１８歳～２７歳未満の男子
（高校生卒業見込を含む）

９月２６日（月）７月１日～９月８日１８歳～２７歳未満の女子（女子）
願書受付け開始日が７月１日からに変更になりました。
試験会場
　海上自衛隊　徳島教育航空群基地内（松茂町）
詳細については、下記のお問い合わせ先までご連絡ください。

１次：９月１６日（金）、１７日（土）
（いずれか１日実施）
２次：１０月７日（金）、８日（土）
（いずれか１日実施）

７月１日～
９月８日

高卒（見込含）
２７歳未満一般曹候補生

願書受付け開始日が７月１日からに変更になりました。
試験会場
１次・２次試験：　海上自衛隊　徳島教育航空群基地内（松茂町）
詳細については、下記のお問い合わせ先までご連絡ください。

１次：９月２２日（木）
２次：１０月１５日～２０日
３次：１１月１２日～１２月１５日

７月１日～
９月８日

高卒（見込含）
２１歳未満航空学生

自衛官（学生）受付案内

　日
　
時

　
①
七
月
二
十
二
日
（
金
）

　
　
午
後
一
時
～
四
時

　
②
七
月
二
十
三
日
（
土
）

　
　
午
前
九
時
～
十
二
時

　場
　
所

　
東
徳
島
医
療
セ
ン
タ
ー
附
属
看
護
学
校

　内
　
容

◆
公
開
講
座

　「
血
圧
を
測
っ
て
わ
か
る
！
身
体
の
あ
れ
こ
れ
」

　
そ
の
他
、
看
護
技
術
体
験
や
在
校
生
と
の
座
談

会
を
企
画
し
て
い
ま
す
。

　参
加
費
　
無
料

　申
し
込
み
締
切

　
七
月
八
日
（
金
）　
午
後
五
時
ま
で

　お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み

　
独
立
行
政
法
人
国
立
病
院
機
構

　
東
徳
島
医
療
セ
ン
タ
ー
附
属
看
護
学
校

　
板
野
町
大
寺
字
大
向
北
一－

一

　
　
☎
六
七
二－

四
五
三
四

東
徳
島
医
療
セ
ン
タ
ー

附
属
看
護
学
校

　
オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル

　
公
開
講
座
の
お
知
ら
せ

職場での熱中症を予防しましょう職場での熱中症を予防しましょう職場での熱中症を予防しましょう
　熱中症とは、高温多湿な環境下において、体内の水分及び塩分のバランス
が崩れたり、循環機能が破綻して発症する障がいです。
　平成 27年に県内の職場で 16人の労働者が発症しています。
　こまめな休憩、水分・塩分補給、十分な睡眠をお願いします。

●お問い合わせ●
徳島労働局労働基準部健康安全課（☎652－9164）又は

最寄りの労働基準監督署まで



いたの　すがお
2016年7月号

１９

お
知
ら
せ

●　ごみは町指定袋に入れて出しましょう　●

　５ 月２２日、徳島工業短期大学で第 ２ 回目
となる「とくしまクラシックカーフェスティバ
ル ｉｎ 板野」が開催されました。
　当日、展示会場となった同大学の運動場に
は、１９９０年までに製造された国産車・外国車・
二輪車等、約１５０台と発動機約３０台が展示さ
れ、多くの来場者が熱心に見入っていました。
　また、ふるさと工房・まちづくり女性の会・
板野町観光協会からは、特産品などの販売を
行い地産地消のＰＲをしました。
　イベントの最後には展示車両が会場から板
野町大寺までの鳴門池田線を約 ３ ㎞パレード
しました。

とくしまクラシックカーフェスティバル in板野
徳島 業短期大学 第

とくしまクラシックカーフェスティバル in板野野野inn板バル i 野ババティバババババテステ 板野バル i 野n板ススティ 板野n板ル inin板野n板野ィバルルとくしまクラシックカーフェスティバル in板野とくしまクラシックカーフェスティバル in板野

●
お
は
な
し
会
 

日
時
　
七
月
十
六
日
（
土
）

　
　
　
午
後
二
時
三
十
分
～

会
場
　
文
化
の
館
　
お
は
な
し
コ
ー
ナ
ー

内
容
　
紙
芝
居
や
絵
本
の
よ
み
き
か
せ

　
　
　
無
料
で
す
。

　●
新
し
く
は
い
る
本
 

横
浜
1
9
6
3
 

伊
東
　
　
潤
／
著

私
の
消
滅
 

中
村
　
文
則
／
著

少
女
は
花
の
肌
を
む
く

 

朝
比
奈
あ
す
か
／
著

希
望
荘
 

宮
部
み
ゆ
き
／
著

ウ
エ
デ
ィ
ン
グ
ド
レ
ス

 

玉
岡
か
お
る
／
著

ね
こ
の
お
う
ち
 

柳
　
　
美
里
／
著

帰
郷
 

浅
田
　
次
郎
／
著

長
流
の
畔
 

宮
本
　
　
輝
／
著

パ
レ
イ
ド
リ
ア
・
フ
ェ
イ
ス

 

松
岡
　
圭
祐
／
著

陸
王
 

池
井
戸
　
潤
／
著

と
ら
ね
こ
と
ら
た
と
な
つ
の
う
み

 

あ
ま
ん
き
み
こ
／
作

せ
な
か
町
か
ら
、
ず
っ
と

 

斉
藤
　
　
倫
／
作

な
き
む
し
こ
ぞ
う
 

今
村
　
葦
子
／
作

あ
お
の
じ
か
ん

 

イ
ザ
ベ
ル
・
シ
ム
レ
ー
ル
／
文

ゆ
う
だ
ち
の
ま
ち

 

杉
田
比
呂
美
／
作

「
遊
園
地
に
行
こ
う
！
」

 

真
保
　
裕
一
／
著

　
明
日
も
仕
事
に
行
く
た
め
の
、
勇
気

と
熱
狂
こ
こ
に
あ
り
ま
す
！
「
行
こ

う
！
」
シ
リ
ー
ズ
、
第
三
弾
。
奇
跡
の

復
活
を
と
げ
た
遊
園
地
フ
ァ
ン
タ
シ

ア
・
パ
ー
ク
。
夢
を
抱
け
な
い
僕
た
ち

の
前
に
、
魔
女
が
現
れ
た
―
―
。
読
め

ば
元
気
が
出
て
く
る
痛
快
お
仕
事
ミ
ス

テ
リ
ー
。 

「
ぼ
く
の
い
ち
に
ち
ど
ん
な
お
と
？
」

 

山
下
　
洋
輔
／
文

　
一
日
生
活
し
て
い
る
と
、
色
々
な
音

が
聞
こ
え
て
き
ま
す
。
顔
を
あ
ら
う

音
、
歯
を
み
が
く
音
、
聞
き
な
れ
た
は

ず
の
音
が
聞
い
た
こ
と
の
な
い
自
由
な

音
に
な
り
、
立
体
的
な
絵
を
そ
え
て
楽

し
く
描
か
れ
ま
す
。
耳
で
も
目
で
も
楽

し
め
る
音
の
絵
本
で
す
。

7
月
・
8
月
の
休
館
日
　
表
中
　　

7 月
土金木水火月日

21

9876543

16151413121110

23222120191817

30292827262524

31

8 月
土金木水火月日

654321

13121110987

20191817161514

27262524232221

31302928

図
書
館
か
ら
の
お
知
ら
せ

№
244

文
化
の
館
だ
よ
り

新
着
図
書
案
内



いたの　すがお
2016年7月号

２０

お
知
ら
せ

●　人を傷つけるラクガキはやめましょう　●

　
板
野
町
大
寺
地
区
に
、
六
つ
の

 溜
  池
 が
あ
る
。
川
端
池
、 一
 の

た
め
 い
け
 

い
ち

池
、 ニ
 の
池
、 三
 の
池
、 四
 の
池
、

に
 

さ
ん
 

よ
ん

 五
 の
池
の
六
つ
の
山
池
だ
。
地
元

ご大
寺
と
川
端
と
の
、 灌
  漑
 用
の
溜

か
ん
 が
い

池
で
あ
る
。

　
現
在
、
川
端
池
と
 一
 の
池
の
間

い
ち

に
は
、
県
道
の
農
免
道
路
が
開
通

し
、
西
に
の
び
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
の
池
の
築
造
さ
れ
た
年

代
は
、
史
料
も
残
さ
れ
て
お
ら

ず
、
そ
の
歴
史
を
語
り
残
す
人
も

い
な
い
。

　
江
戸
期
藩
政
時
代
に
、
地
元
の

農
民
に
よ
り
作
ら
れ
た
こ
と
は
、

想
像
が
さ
れ
る
。

　
―
水
を
確
保
す
る
こ
と
は
、
農

民
に
と
っ
て
死
活
の
問
題
で
あ

る
。
降
水
量
の
少
な
い
阿
讃
山
麓

地
帯
で
は
、
水
を
確
保
す
る
た
め

に
は
、
藩
政
時
代
か
ら
血
の
に
じ

む
よ
う
な
努
力
が
続
け
ら
れ
て
き

た
。

　
山
間
で
水
を
得
る
た
め
に
は
、

雨
水
を
溜
め
る
外
に
方
法
は
な

い
。
そ
こ
で
先
覚
者
は
、
そ
の
日

の
生
活
に
も
追
わ
れ
て
い
る
農
民

を
説
得
し
て
、
溜
池
を
掘
っ
て
き

た
の
で
あ
る
。

　『
板
野
町
史
』
は
、
こ
の
よ
う
に

記
録
し
て
い
る
。

　
現
在
、 三
 の
池
の
上
に
は
、
高

さ
ん

松
へ
行
く
高
速
道
が
通
り
、
か
つ

て
の
川
端
の
池
の
 面
  影
 も
、
変
化

お
も
 か
げ

し
て
い
る
。

　
私
の
幼
い
頃
（
昭
和
二
十
年
代

頃
）、
夏
に
は
川
端
池
や
 一
 の
池

い
ち

で
、
泳
い
で
遊
ん
だ
記
憶
が
あ

る
。
澄
ん
だ
冷
た
い
山
の
水
だ
っ

た
。

　
魚
も
泳
い
で
い
た
。
釣
り
も
し

て
い
た
。

　
県
道
が
で
き
る
ま
で
、
山
の
池

の
奥
へ
は
、
川
端
池
と
 一
 の
池
の

い
ち

間
の
山
道
を
 縫
 い
、 五
 の
池
ま
で

ぬ
 

ご

辿
っ
て
行
っ
た
。
青
く
澄
ん
だ
山

の
水
が
、
池
の
 面
 を
た
た
え
て
い

お
も

た
。

　
私
は
現
在
板
野
町
の
川
端
に
居

住
し
て
い
る
が
、
か
つ
て
家
に
は

 三
 の
池
の
西
側
に
、
マ
ツ
タ
ケ
山

さ
んが

あ
っ
た
。

　
こ
の
山
に
は
、
自
家
用
の
タ
キ

ギ
も
取
り
に
入
っ
た
。
雑
木
も

茂
っ
て
い
た
。

　
秋
に
な
る
と
、
マ
ツ
タ
ケ
を
 採
 
と

り
に
、
山
へ
登
っ
た
。

　
山
池
を
 巡
 る
登
り
道
と
、
四
国

め
ぐ

八
十
八
ヶ
所
三
番
札
所
 金
  泉
  寺
 の

こ
ん
 せ
ん
 じ

 裏
  手
 の
山
か
ら
、
尾
根
伝
い
に
、

う
ら
 て

マ
ツ
タ
ケ
山
に
登
る
山
道
と
が

あ
っ
た
。

　
か
つ
て
の
山
に
は
、
松
が
お
お

い
、
秋
に
は
松
林
の
下
に
落
ち
た

コ
ク
バ
（
松
の
枯
れ
葉
）
の
間
か

ら
、
マ
ツ
タ
ケ
が
頭
を
も
た
げ
て

い
た
。

　
秋
に
な
る
と
、
そ
の
マ
ツ
タ
ケ

山
に
、
番
小
屋
を
建
て
、
山
の
岩

で
カ
マ
ド
を
作
り
、
枯
れ
枝
や
コ

ク
バ
を
集
め
、
マ
ツ
タ
ケ
を
焼
い

た
り
、
マ
ツ
タ
ケ
 御
  飯
 を
炊
い

ご
 
は
ん

た
。焼
い
た
マ
ツ
タ
ケ
は
、ス
ダ
チ

 醤
 
し
よ
う

 油
 を
か
け
て
た
べ
た
。
そ
の
お

ゆ
い
し
さ
と
い
っ
た
ら
な
か
っ
た
。

　
当
時
田
舎
で
は
、
子
ど
も
の
お

や
つ
な
ど
は
な
か
っ
た
の
で
、
マ

ツ
タ
ケ
御
飯
や
 焼
 き
マ
ツ
タ
ケ

や

は
、
最
高
の
御
馳
走
と
な
っ
た
。

　
マ
ツ
タ
ケ
御
飯
は
、
山
の
下
の

三
の
池
の
水
で
、
米
を
と
ぎ
、
番

小
屋
に
し
つ
ら
え
た
カ
マ
ド
で
炊

い
た
。

　
そ
の
頃
の
山
の
水
は
、
青
く
澄

ん
で
い
た
。

　
幼
い
頃
私
は
、
す
ぐ
隣
の
家
の

兄
さ
ん
に
つ
れ
ら
れ
、
マ
ツ
タ
ケ

山
に
登
っ
た
。
そ
の
兄
さ
ん
の
家

の
マ
ツ
タ
ケ
山
と
、
私
の
家
の
マ

ツ
タ
ケ
山
と
が
、
隣
り
合
っ
て
い

た
。

　
そ
の
頃
の
山
池
の
 囲
 り
の
山

ま
わ

は
、
マ
ツ
タ
ケ
が
沢
山
と
れ
た
。

そ
れ
ぞ
れ
家
々
で
、
山
に
マ
ツ
タ

ケ
の
番
を
す
る
山
小
屋
を
建
て
て

い
た
。

　
私
の
幼
い
頃
の
、
川
端
の
山
の

池
の
想
い
出
は
、
六
つ
の
溜
池
の

水
の
、
青
く
澄
ん
で
い
た
こ
と

と
、
そ
の
池
で
マ
ツ
タ
ケ
御
飯
を

炊
く
、
米
を
洗
っ
た
こ
と
が
、
鮮

烈
に
浮
か
ん
で
く
る
。

　
今
も
谷
あ
い
に
 堤
 を
築
き
、
先

つ
つ
み

人
の
苦
労
が
し
の
ば
れ
る
六
つ
の

池
は
、
阿
讃
山
脈
の
 山
 
や
ま

 懐
 に
い
だ

ふ
と
こ
ろ

か
れ
て
い
る
。

　
現
在
こ
れ
ら
の
山
の
池
は
、
今

も
田
植
え
ど
き
、 田
圃
 を
う
る
お

た
ん
ぼ

す
水
と
し
て
、
使
わ
れ
て
い
る
。

田
植
え
前
に
な
る
と
、
在
所
の
人

が
、「
イ
デ
（
溝
）
ざ
ら
い
」
を
す

る
。 畦
 の
草
を
刈
り
、
山
池
の
用

あ
ぜ

水
路
の
泥
を
さ
ら
え
る
。
年
ご
と

に
用
水
路
を
修
復
し
、
池
の
水
を

大
切
に
使
っ
て
い
る
。

　
こ
の
六
つ
の
溜
池
の
水
を
、
地

元
の
中
谷
水
利
組
合
の
人
々
が
、

守
り
続
け
て
い
る
。

　
今
年
も
山
の
澄
ん
だ
水
が
、
用

水
路
を
 淙
  々
 と
流
れ
、
田
を
う
る

そ
う
 そ
う

お
し
て
い
る
。

堤　

高
数

其
の 

六
十
四

ふ
る
さ
と
板
野
歴
史
散
歩

ふ
る
さ
と
板
野
歴
史
散
歩

川
端
の
池
今

川
端
の
池
 今
 
こ
ん

昔 昔
 物
語
物
語

じ
や
く

  川端池の美しい風景



いたの　すがお
2016年7月号

２１

お
知
ら
せ

●　受けようがん検診　受けよう特定健診　●

ま
ち
の
う
ご
き

ま
ち
の
う
ご
き
平
成
２8
年
6
月
24
日
現
在

人口のうごき

前月比合　計南地区西地区東地区

△　8　6,5671,6971,2403,630男

△　7　7,1221,7551,3634,004女

△15　13,6893,4522,6037,634合　計

△　9　5,5911,3411,0403,210世　帯

氏
　
　
　
　
　
名

関

本
　

貢

吉

益

弘

明

圓

藤
　

勇

小

笠

原
　

　

　

宏

田
　

浦
　

サ

キ

子

木

内

安

子

扶

川
　

功

年
　
　
齢

　47　79　84　87　86　85　71

住
　
　
所

大
　
　
寺

大
　
　
寺

川
　
　
端

大
　
　
寺

大
　
　
寺

吹
　
　
田

犬
　
　
伏

親
　
の
　
氏
　
名

溝
　
渕
　
恵
　
造
　
・
　

実
　
可

水
　
口
　
詞
　
貴
　
・
　

梨
　
香

渡
　
邉
　
幸
　
秀
　
・
　

満
　
代

齋
　
藤
　
正
　
和
　
・
　

涼
　
子

折
　
野
　
秀
　
明
　
・
　

美
喜
子

犬
　
伏
　
敬
　
治
　
・
　

枝
里
子

松
　
本
　
　
　
隆
　
・
　

晃
　
代

子
　の
　名

 未
 　
 結
 

ミ
 

ユ

 萌
 　
 華
 

モ
 

カ

 結
 　
 愛
 

ユ
 

ア

 碧
 　
 空
 

ソ
 

ラ

 暖
 　
 真
 

ハ
ル
 

マ

 智
 　
 哉
 

ト
モ
 

ヤ

 煌
 　
 太
 

コ
ウ
 

タ

住
　
　
所

大
　
　
寺

川
　
　
端

大
　
　
寺

矢
　
　
武

吹
　
　
田

西
　
中
　
富

川
　
　
端

性
　別

女女女男男男男

お
誕
生
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

お
誕
生
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
すす

お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま

お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
すす

夫
　
の
　
氏
　
名

住
　
友
　
昇
　
平

大
　
貝
　
康
　
弘

濱
　
田
　
　
　
誠

岡
　
田
　
英
　
輝

那
　
須
　
　
　
勇

松
　
尾
　
尊
　
司

住
　
　
所

川
　
　
端

徳
　
島
　
市

大
　
　
寺

川
　
　
端

矢
　
　
武

大
　
　
寺

妻
　
の
　
氏
　
名

西
　
岡
　
美
　
佳

和
　
田
　
あ
ゆ
み

大
　
倉
　
里
　
奈

森
　
本
　
真
莉
子

芝
　
　
　
一
　
三

鈴
　
木
　
　
　
綾

住
　
　
所

藍
　
住
　
町

大
　
　
寺

徳
　
島
　
市

小
松
島
市

大
　
　
寺

徳
　
島
　
市

ご
結
婚
お
祝
い
い
た
し
ま

ご
結
婚
お
祝
い
い
た
し
ま
すす

板野町がホームタウンとなっている徳島ヴォルティスの「板野町民デー」を、今年も開催します。

開　催　日： 7 月 31日（日）　　対戦カード：松本山雅ＦＣ
イベント：15時 00分から　　試合開始：18時 00分から
開催場所：鳴門・大　スポーツパーク　ポカリスエットスタジアム
ホーム自由席：小中高生：無料　　大人：1,000円
Ａ　自　由　席：小中高生：無料　　大人：1,500円

（板野町民であることを証明できるもの、もしくは
「広報いたのすがお７月号」を持参してください。）  

徳島ヴォルティス「板野町民デー」に参加しよう

板野町民デー板野町民デー

［お問い合わせ］役場産業課　☎672－5994



いたの　すがお
2016年7月号

２２

お
知
ら
せ

●　守ろう人権　みんなの幸せ　●

町
民
カ
レ
ン
ダ
ー

の
予
定

月
7

町
民
カ
レ
ン
ダ
ー

の
予
定

月
8

日56789　10　11　12　13　14　15　16
曜
日火水木金土日月火水木金土

行
　
事
/
事
　
業

元
気
で
い
こ
よ
運
動
教
室
（
町
民
セ
ン
タ
ー
）　
午
前
　
時
～
　
時
　
分

１０

１１

３０

心
配
ご
と
児
童
・
福
祉
相
談
（
町
民
セ
ン
タ
ー
）　
午
後
１
時
　
分
～
４
時
（
受
付
３
時
　
分
ま
で
）

３０

３０

小
暑

第
　
回
参
議
院
議
員
通
常
選
挙
（
各
投
票
所
）　
午
前
７
時
～
午
後
８
時

２４
大
坂
口
御
番
所
跡
開
館
　
午
前
　
時
～
午
後
４
時

１０

資
源
ご
み
・
大
型
複
合
（
粗
大
）
ご
み
持
込
回
収
（
板
野
町
環
境
セ
ン
タ
ー
）　
午
前
９
時
～
午
後
４
時

男
性
チ
ャ
レ
ン
ジ
教
室
（
町
民
セ
ン
タ
ー
）　
午
前
　
時
～
　
時

１０

１２

心
配
ご
と
行
政
相
談
（
町
民
セ
ン
タ
ー
）　
午
後
１
時
　
分
～
４
時
（
受
付
３
時
　
分
ま
で
）

３０

３０

巡
回
職
業
相
談
（
総
合
セ
ン
タ
ー
）　
午
後
１
時
　
分
～
３
時

３０

糖
の
学
習
会
（
町
民
セ
ン
タ
ー
）　
午
前
　
時
～
　
時
　
分

１０

１１

３０

お
話
し
会
（
文
化
の
館
・
図
書
館
）　
午
後
２
時
　
分
～
３
時

３０

徳
島
ヴ
ォ
ル
テ
ィ
ス
ホ
ー
ム
ゲ
ー
ム
（
鳴
門
市
）　
午
後
６
時
～

日123456789　10
曜
日月火水木金土日月火水

行
　
事
/
事
　
業

元
気
で
い
こ
よ
運
動
教
室
（
町
民
セ
ン
タ
ー
）　
午
前
　
時
～
　
時
　
分

１０

１１

３０

心
配
ご
と
児
童
・
福
祉
相
談
（
町
民
セ
ン
タ
ー
）　
午
後
１
時
　
分
～
４
時
（
受
付
３
時
　
分
ま
で
）

３０

３０

立
秋

資
源
ご
み
・
大
型
複
合
（
粗
大
）
ご
み
持
込
回
収
（
板
野
町
環
境
セ
ン
タ
ー
）　
午
前
９
時
～
午
後
４
時

男
性
チ
ャ
レ
ン
ジ
教
室
（
健
康
の
館
）　
午
前
９
時
　
分
～
　
時

３０

１２

心
配
ご
と
行
政
相
談
（
町
民
セ
ン
タ
ー
）　
午
後
１
時
　
分
～
４
時
（
受
付
３
時
　
分
ま
で
）

３０

３０Ca
le
nd
arあ

な
た
の
行
事
を
書
き
込
ん
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

あ
な
た
の
行
事
を
書
き
込
ん
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

あ
な
た
の
行
事
を
書
き
込
ん
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

あ
な
た
の
行
事
を
書
き
込
ん
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。



いたの　すがお
2016年7月号

２３

お
知
ら
せ

●　ごみは町指定袋に入れて出しましょう　●

日　17　18　１９　20　２１　22　23　24　25　２６　27　28　29　30　31
曜
日日月火水木金土日月火水木金土日

行
　
事
/
事
　
業

資
源
ご
み
・
大
型
複
合
（
粗
大
）
ご
み
持
込
回
収
（
板
野
町
環
境
セ
ン
タ
ー
）　
午
前
９
時
～
午
後
４
時

大
坂
口
御
番
所
跡
開
館
　
午
前
　
時
～
午
後
４
時

１０

海
の
日

元
気
で
い
こ
よ
運
動
教
室
（
町
民
セ
ン
タ
ー
）　
午
前
　
時
～
　
時
　
分

１０

１１

３０

心
配
ご
と
法
律
・
人
権
相
談
（
町
民
セ
ン
タ
ー
）　
午
後
１
時
　
分
～
４
時
（
受
付
２
時
　
分
ま
で
）

３０

３０

３
歳
児
健
康
診
査
（
町
民
セ
ン
タ
ー
）　
受
付
午
後
１
時
　
分
～
１
時
　
分

１５

３０

町
民
プ
ー
ル
（
一
般
開
放
）

大
暑

人
権
講
演
会
（
町
民
セ
ン
タ
ー
）　
午
後
２
時
～

フ
ァ
ミ
リ
ー
ス
ポ
ー
ツ
・
カ
ロ
ー
リ
ン
グ
（
健
康
の
館
）　
午
後
７
時
　
分
～

３０

第
　
回
町
民
ラ
ジ
オ
体
操
会
（
田
園
パ
ー
ク
）　
午
前
６
時
　
分
集
合

２４

２０

血
圧
の
学
習
会
（
町
民
セ
ン
タ
ー
）　
午
前
　
時
～
　
時
　
分

１０

１１

３０

大
坂
口
御
番
所
跡
開
館
　
午
前
　
時
～
午
後
４
時

１０

徳
島
ヴ
ォ
ル
テ
ィ
ス
ホ
ー
ム
ゲ
ー
ム
（
鳴
門
市
）　
午
後
６
時
～

資
源
ご
み
・
大
型
複
合
（
粗
大
）
ご
み
持
込
回
収
（
板
野
町
環
境
セ
ン
タ
ー
）　
午
前
９
時
～
午
後
４
時

股
関
節
脱
臼
検
診
・
離
乳
食
講
座
・
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
教
室（
町
民
セ
ン
タ
ー
）　
受
付
午
後
０
時
　
分
～
０
時
　
分

４０

５０

心
配
ご
と
交
通
事
故
・
一
般
相
談
（
町
民
セ
ン
タ
ー
）　
午
後
１
時
　
分
～
４
時
（
受
付
３
時
　
分
ま
で
）

３０

３０

乳
児
健
康
診
査
（
町
民
セ
ン
タ
ー
）　
受
付
午
後
１
時
　
分
～
１
時
　
分

１５

３０

大
坂
口
御
番
所
跡
開
館
　
午
前
　
時
～
午
後
４
時

１０

徳
島
ヴ
ォ
ル
テ
ィ
ス
ホ
ー
ム
ゲ
ー
ム
（
鳴
門
市
）　
午
後
６
時
～

当
番
医

担
当
時
間

　
平
日
：
　
時
～
　
時
　
分

１８

２２

３０

　
休
日
：
９
時
～
　
時
　
分

２２

３０

担
当
時
間
以
外
の
深
夜
の
救
急

　
北
島
町
　
き
た
じ
ま
田
岡
病
院（
全
日
対
応
で
す
が
、確
認
す
る
こ
と
。）

　
藍
住
町
　
稲
次
整
形
外
科
病
院（
水
曜
日
・
土
曜
日
　
受
診
前
に
要
電
話
連
絡
）

　
板
野
町
　
東
徳
島
医
療
セ
ン
タ
ー（
対
応
日
は
確
認
す
る
こ
と
。）

月7　月
日56789　10　11　12　13　14　15　16　17　18　19　20　21　22　23

曜
日火水木金土日月火水木金土日月火水木金土

病
院
名

友

成

医

院

井
関
ク
リ
ニ
ッ
ク

上
板
整
形
外
科

ク
リ
ニ
ッ
ク

川

原

眼

科

有

住

内

科

ク
リ
ニ
ッ
ク

矢

野

医

院

浦

田

病

院

芳

川

病

院

井

上

医

院

春
藤
内
科
胃
腸
科

谷
口
耳
鼻
咽
喉
科

ク
リ
ニ
ッ
ク

堀
口
整
形
外
科

板
東
整
形
外
科

山

根

眼

科

か
ま
だ
眼
科

高
田
整
形
外
科
病
院

三
木
ク
リ
ニ
ッ
ク

有

住

内

科

ク
リ
ニ
ッ
ク

藤
本
ク
リ
ニ
ッ
ク

住
所
/
電
話
番
号

上
板
町

6
9
4－

5
5
1
5

上
板
町

6
3
7－

6
0
6
6

上
板
町

6
3
7－

6
6
0
0

上
板
町

6
9
4－

8
3
8
8

北
島
町

6
9
8－

8
6
5
5

藍
住
町

6
9
2－

4
4
1
1

松
茂
町

6
9
9－

2
9
2
1

松
茂
町

6
9
9－

5
3
5
5

松
茂
町

6
9
9－

8
0
7
0

松
茂
町

6
9
9－

3
7
7
7

松
茂
町

6
9
9－

2
7
8
7

北
島
町

6
9
8－

5
1
1
1

藍
住
町

6
9
2－

5
1
5
1

藍
住
町

6
9
2－

8
1
7
1

松
茂
町

6
7
8－

8
5
8
5

北
島
町

6
9
8－

8
6
8
9

北
島
町

6
9
8－

5
1
5
7

北
島
町

6
9
8－

8
6
5
5

北
島
町

6
9
8－

0
3
0
3

月7　月8　月
日　24　25　26　27　28　29　30　31123456789　10

曜
日日月火水木金土日月火水木金土日月火水

病
院
名

西
條
耳
鼻
咽
喉
科

堀
口
整
形
外
科

藤
本
ク
リ
ニ
ッ
ク

越
智
内
科
胃
腸
科

平

野

内

科

山
田
外
科
内
科

越
智
内
科
胃
腸
科

富
本
小
児
科
内
科

吉
野
川
病
院

片

山

医

院

新

居

内

科

田
根
内
科
胃
腸
科
医
院

い
の
も
と
眼
科
内
科

平

野

内

科

中
山
産
婦
人
科

北
島
こ
ど
も

ク
リ
ニ
ッ
ク

つ
か
さ
ク
リ
ニ
ッ
ク

山
田
外
科
内
科

住
所
/
電
話
番
号

藍
住
町

6
9
2－

8
7
1
1

北
島
町

6
9
8－

5
1
1
1

北
島
町

6
9
8－

0
3
0
3

北
島
町

6
9
8－

3
1
1
1

北
島
町

6
9
8－

8
0
6
0

北
島
町

6
9
8－

5
5
0
0

北
島
町

6
9
8－

3
1
1
1

藍
住
町

6
9
2－

7
2
2
8

北
島
町

6
9
8－

6
1
1
1

北
島
町

6
9
8－

2
6
2
5

北
島
町

6
9
8－

8
8
0
8

北
島
町

6
9
8－

0
1
2
3

北
島
町

6
9
8－

8
8
8
7

北
島
町

6
9
8－

8
0
6
0

藍
住
町

6
9
2－

0
3
3
3

北
島
町

6
9
7－

2
2
2
1

北
島
町

6
9
7－

2
3
2
3

北
島
町

6
9
8－

5
5
0
0

※
休
日
・
夜
間
緊
急
病
院
は
、変
更
し
て
い
る
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
、必
ず
電
話
し
て
か
ら
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

●　ごみの減量化・分別収集にご協力を　●



いたの　すがお
2016年7月号

２４

お
知
ら
せ

●　守ろう人権　みんなの幸せ　●

こ
の
広
報
紙
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

●　人を傷つけるラクガキはやめましょう　●

はばたけ
未来っ子
はばたけ
未来っ子
はばたけ
未来っ子

「
お
散
歩
大
好
き
」

板
野
わ
か
ば
保
育
園

　
子
ど
も
た
ち
は
、
散
歩
に
出

か
け
る
事
が
大
好
き
で
す
。
新

し
い
環
境
の
な
か
で
不
安
な
様

子
の
子
ど
も
た
ち
も
、
戸
外
に

出
る
と
、
心
が
安
定
し
、
笑
顔

が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き

ま
し
た
。

　
先
日
、
０
歳
児
・
一
歳
児
全

員
で
、
保
育
園
周
辺
へ
散
歩
に

行
っ
て
き
ま
し
た
。
ベ
ビ
ー

カ
ー
に
乗
っ
た
り
、
保
育
士
と

手
を
つ
な
い
で
ゆ
っ
く
り
と
歩

い
た
り
し
て
い
き
ま
し
た
。
途

中
、
用
水
の
中
に
た
く
さ
ん
の

メ
ダ
カ
が
泳
い
で
い
る
の
を
、

子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
見
つ
け

ま
し
た
。
保
育
士
が
「
メ
ダ
カ

が
お
る
よ
」と
話
し
か
け
る
と
、

「
び
ん
び
」と
言
い
な
が
ら
じ
っ

と
見
つ
め
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
道
路
に
ア
リ
や
ダ
ン

ゴ
虫
を
見
つ
け
る
と
、
立
ち
止

ま
り
指
を
さ
し
た
り
、
触
ろ
う

と
し
た
り
し
て
い
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
に
、
様
々
な
も

の
に
触
れ
、
発
見
す
る
こ
と

で
、
子
ど
も
た
ち
の
世
界
は

ど
ん
ど
ん
広
が
っ
て
い
っ
て

い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
一
人
ひ
と
り

の
気
づ
き
や
発
見
を
大
切
に

し
、
子
ど
も
た
ち
と
共
感
し
な

が
ら
、
豊
か
な
感
性
を
育
て
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

メダカ、みーつけた！

おさんぽ、いってきます

　
七
月
十
日
（
日
）
は
、
第
二
十

四
回
参
議
院
議
員
通
常
選
挙
の
投

票
日
で
す
。

　
今
回
の
選
挙
か
ら
投
票
す
る
こ

と
が
で
き
る
年
齢
が
「
二
十
歳
以

上
」
か
ら
「
十
八
歳
以
上
」
に
引

き
下
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
私
た
ち
の
国
の
政
治
の
方
向
を

決
め
る
重
要
な
選
挙
で
す
。
今
回

の
選
挙
を
き
っ
か
け
に
選
挙
と
政

治
が
自
分
自
身
の
未
来
に
ど
の
よ

う
に
関
わ
っ
て
く
る
か
、
考
え
て

み
ま
せ
ん
か
。

あ
と
が
き

　
六
月
九
日
、
板
野
東
幼
稚
園
の

園
児
四
十
八
人
が
あ
す
た
む
ら
ん

ど
徳
島
か
ら
招
待
を
受
け
、
特
別

企
画
「
七
夕
を
飾
ろ
う
」
に
参
加

し
ま
し
た
。

　
園
児
た
ち
は
、
四
季
彩
館
に
設

置
さ
れ
た
笹
に
願
い
事
を
書
い
た

短
冊
を
飾
り
付
け
ま
し
た
。

えがおいっぱいゆりぐみ２４名です‼ げんきいっぱいうめぐみ２４名です‼

▶
み
ん
な
の
思
い
が
届
き
ま
す
よ
う
に
…
と
願
い
を
込
め
て

▶
願
い
事
、
な
ん
て
書
こ
う
か
な
ぁ
～
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